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（イラスト提供：田杭佳純氏） 

図 5．水深 100m における水温分布（函館海洋気象台提供）．

2001年 2003年

時間帯については当時の函館の日出時刻，日没時

刻から求めました．昼間であっても光がほとんど

届かない水深で昼夜間の規則的な浅深移動を行っ

ていることから，サケは一日間のサイクルに応じ

た生物時計を持っているのではないかと考えられ

ました． 
 

本州太平洋岸に回帰するサケに対する津軽暖

流の影響 

 2001 年 11 月 7 日に根室半島沖で放流し，同年

11 月 29 日に岩手県の山田湾にて再捕されたサケ

（表１．＃127）と上述の地球岬沖で放流し岩手

県の田老川にて再捕されたサケの3次元的な遊泳

行動をアーカイバルタグデータから得られる水

温・水深情報，海底水深図（TopoView）及び海洋

観測データなどを利用して解析しました． 
 その結果，津軽海峡東部海域を通過するのに要

した日数は，2001 年がほぼ 1 週間，2003 年がほ

ぼ 2 週間と見積もられました．両年の同時期同海

域における水温分布構造を図 5 に示します． 

 図から明らかなように，2003 年の方が 2001 年

よりも津軽暖流が強勢であったことが覗えます．

両年の岩手県へのサケの来遊（河川捕獲尾数，沿

岸漁獲尾数の旬別推移）は，2003 年の方が遅く

なりました． 
 この回帰時期の遅れが北海道沿岸でも同様に見

られるとしたら，来遊の遅れは津軽海峡東岸海域

を通過する以前にすでに起こっていたことになり

ますが，えりも以西海域での河川捕獲時期には両

年で差がないどころか，沿岸漁獲時期はむしろ

2003 年の方が早いことがわかりました． 
 また，この両来遊群の採卵時期に差があれば，

回帰時期にもそれが反映することが考えられます．

しかし，主群である 4 年前の採卵時期には差は見

られませんでした． 

 すなわち，アーカイバルタグデータから推測さ

れた通過日数の違いは両年の津軽暖流の強勢の差

の影響と考えられます． 
 

おわりに 

 日中の太陽光は夜間の月明かりよりも明るい．

最も清澄な消散係数（光が吸収・散乱されて弱ま

っていく度合い）が0.033の海における水深400 m
の太陽光の明るさは 10-1 μW cm-1です．この値

は満月の時の海水面の明るさと同じです（Clarke 
and Denton 1962）． 
 魚の鉛直移動の規則的リズムは適当な環境光の

明暗サイクルに従い，Godin(1981) はカラフトマ

ス Oncorhynchus gorbuscha の日中の活動リズムが

明暗サイクルと明らかに同調していることを観察

しました． 
 一方，餌生物の分布の変化（Shimazaki and 
Mishima 1969）や外敵の出現（Ohman et al. 1983; 
Ohman 1990），あるいは水温変化（Walker et al. 
2000）や海潮流などがこのリズムに影響すること

もあります． 
 満月期の夜間の月明かりは最も明るく，また最

も長く水面を照らします．サケは恐らく回帰する

方位を定めるためにこれを有効に利用しているも

のと思われますが，様々な外部要因にも左右され

るようです． 
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